
初心者歓迎のメニュー 日 時間 会場

グラウンド・ゴルフ 毎週㈬
毎週㈯ 09:00 ～ 11:30 野洲健康福祉センター

多目的広場

ソフトバレーボール

09日㈬
16日㈬
23日㈬
30日㈬

19:30 ～ 21:30 北野小学校

はじめよう！
　　軽スポーツ

  4 日㈮
18日㈮ 10:00 ～ 11:00 総合体育館

ニュースポーツ 12日㈯ 13:30 ～ 15:30 野洲小学校
26日㈯ 篠原小学校

スポーツサタデー 毎週㈯ 19:00 ～ 21:00 祇王小学校
バドミントン 19日㈯ 14:00 ～ 17:00 野洲小学校
【参加費】太極拳・テニスは、会員 100円・未会員 400円。
バドミントンスクールは、会員無料・未会員 500円。
上記以外のスクールは、会員無料・未会員 300円

「グラウンドゴルフのつどい（春）」参加者募集
日時…4 月 20 日㈰午前 9 時～
会場…野洲川河川公園陸上競技場
参加費…会員無料、未会員 500 円

【入会申し込み・問い合わせ】YASUほほえみクラブ事務局
（総合体育館内）☎ 587-4280、℻587-4310※月曜日・祝日休み

初心者歓迎のメニュー 日 時間 会場

社交ダンス 07日㈪
21日㈪ 19:00 ～ 21:00 コミセンぎおう

リズム体操
08日㈫
22日㈫ 10:00 ～ 11:30 コミセンみかみ

15日㈫ 野洲図書館

剣道 09日㈬
23日㈬ 19:00 ～ 21:00 祇王小学校

太極拳 10日㈭
24日㈭ 13:00 ～ 14:30 総合体育館

女性のための
スタイリッシュウォーク
※ヤングミセス対象

10日㈭
10:15 ～ 11:30

コミセンやす

24日㈭ 野洲図書館
卓球 毎週㈯ 09:00 ～ 12:00 総合体育館
硬式テニス※要予約 毎週㈯ 13:30 ～ 16:30 河川公園テニスコート
ソフトテニス 12日㈯ 10:00 ～ 11:30 野洲北中学校

初級テニス※要予約
10日㈭
17日㈭
24日㈭

9:00 ～ 12:00 河川公園テニスコート

バスケットボール 17日㈭
24日㈭ 19:30 ～ 21:30 野洲北中学校

※内容に変更のある場合があります。参加の際は事務局にご確認ください。

日 時間 会場
アラカルト・
スポーツ 毎週㈬ 10:00 ～ 12:00 Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館

会員：無料
未会員：300円
当日会場受付

サタデースポーツ 12日㈯
26日㈯ 19:00 ～ 21:00

テニスサークル 毎週㈯
（雨天中止） 13:00 ～ 17:00

市 内テニスコート
サークル員外参加可

バドミントン
サークル 毎週㈭ 20:00 ～ 21:30 中主小学校体育館サークル員外参加可

社交ダンスサークル 毎週㈫ 19:30 ～ 21:00 事務局 3Ｆ事前連絡要

グラウンドゴルフ
サークル 毎週㈫ 10:00 ～ 12:00 蓮池の里グラウンドゴルフ場

☆京都トレイル「伏見～蹴上」
　ハイキング参加者募集中！／定員 25人
　今年は雪が多く、寒い冬でしたね。でも、このハイキン
グの頃は、きっと桜が“満開”ではないでしょうか。
日時…4 月 12 日㈯午前 8 時 30 分野洲駅集合
参加費…会員以外は 300 円が必要。交通費は各自負担

【入会申し込み・問い合わせ】さざなみスポーツクラブ事務局
（旧中主公民館別館 1階）☎℻532-4968
※日曜・月曜日、祝日は休館　

◆汲取予定日に留守になる家庭は隣近所に頼んでおいてください。
◆土・日曜日、祝日は休みです。
◆野洲・三上・北野・祇王・篠原学区については、汲取の必要な場
合は予定日の２日ほど前から汲の赤い旗を作業員の見える所へ出し
てください。旗が出ていないときは、汲取はできません。
◆汲取の申し込み・支払いは、直接業者へ。
問い合わせ…環境課☎ 589－ 6431、℻589 － 5069

汲取予定日 行政区および字名
1日・2日 大畑・七間場
3日・4日 行畑・野洲
7日～ 11日 小篠原・桜生・駅前
14日・15日 市三宅・妙光寺
16日～ 18日 三上
21日～ 23日 北桜・南桜
24日・25日
28日・30日

五反田・山田・縄手・
樋ノ尻・稲辻・冨波南

奥村興業…☎ 587－ 0015 、℻587 － 0352
フリーダイヤル☎ 0120 － 424110

汲取予定日 行政区および字名
1日・2日 久野部・竹生・北野一丁目
4日・7日 辻町・上永原
8日 上町・下町・上屋

10日・11日 江部・中北・北
14日 小南・高木
15日 篠原駅前・長島
17日 成橋
21日 街道

22日・23日 入町・大篠原東町・大篠原西町
25 日・28日 小堤
30日 冨波甲・冨波乙・五之里

近江美研…☎ 589－ 4870、℻589 － 2759

汲取予定日 行政区および字名
1日・2日 北比江・乙窪
4日・7日 比江・松林
8日 吉川・菖蒲
10日 六条

14日・15日 堤・井口
17日 安治・須原
21日 野田・五条
22日 木部・虫生・八夫

24日・25日 比留田
28日 吉地・西河原

近江美研…☎589－4870、℻589－2759

◆ 2008 年度  会員登録お待ちしています！
　各種スポーツ教室や、ハイキング等のイベント、また
定期的に楽しめるフリースポーツなど、新年度も盛りだ
くさんのメニューが始まります。自分のペースで楽しめ
る、好みに合ったスポーツが選べる、たくさんの特典の
ある会員になって、充実したスポーツライフを過ごして
ください。お待ちしています。
◆《わんぱく塾・熱中塾》受講者募集　会員は 4 月 19 日㈯～
　遊びを通してからだを動かす楽しさを知ってほしい
☆わんぱく塾／小学 1 年～ 3 年生／年間 10 回／土曜日
☆熱中塾　　／小学 4 年～ 6 年生／年間 10 回／土曜日
　4 月中旬に学校（中主小）を通じて申込チラシを配布
します。※中主以外の人も参加できます（チラシは事務
局にあります）。
◆今月のハイキングサークル
　4 月 5 日㈯／彦根―長浜　春の湖辺を歩きます。

★ＹＡＳＵほほえみクラブとさざなみスポーツクラブからのお知らせは
　次号（4月 15 日号）より１５日号告知板に掲載します！

定員 /大人 140 人
　　　子ども 40 人
申し込みは4月 13日㈰まで



43

竹
ちく

工
こう

芸
げい

／杉
すぎ

田
た

静
じょう

山
ざん

さん
《滋賀県無形文化財保持者》
　吉地在住の杉田静山さんは、日本を代表する竹芸
家として知られています。その技は、作品に出会っ
た人の誰もが感銘を受ける見事なものです。
　杉田さんは大阪に生まれ、12 歳の時に病気により
聴力を失い、13 歳の時に戦災にあい両親の故郷であ
る野洲に来られました。この頃、野洲川の竹を使っ
た竹細工と出会い、近所の籠職人の仕事に魅せられ
て竹籠を作り始めました。独学で仕事の合間に制作
を続け、「日展」や「日本伝統工芸展」で入選、受
賞を重ねています。1996 年には、第 43 回日本伝統
工芸展で出品作品が文部大臣表彰を受け、翌年には
滋賀県無形文化財保持者に認定されました。ニュー
ヨークでも個展を開くなど多方面で活躍していま
す。
　杉田さんの作品は、繊細さと優美さを兼ね備えた
作風に特徴があり、細やかな編

へん
組
そ
の技量と伝統的な

格調のある高度な技術を用いています。竹のしなや
かさを生かした美の世界をご鑑賞ください。

■小テーマ展　野洲の古文書（６）
　郷土史家辻弘収集資料と郷土研究
　4 月 13 日㈰まで
■春期企画展
　「技と美の世界―野洲の伝統工芸―」
　4 月 26 日㈯～ 6 月 15 日㈰
　休館日／月曜日（5 月 5 日㈷は開館）、
　　　　　4 月 30 日㈬、 5 月 7 日㈬
　森義男（本藍染）、杉田静山（竹工芸）、酒井
清（錺金具）、河瀬好江（染織「兵主絣」）、辻沙
葉利（陶芸「豊積窯」）、西郡公（陶芸「龍正窯」

（復興篠原焼）の作品や技を紹介）

技と美の世界
―野洲の伝統工芸―①
　伝統工芸にみる「技」と「美」の世界は、長い歴
史のなかで培われてきた技術によるもので、その作
品は人々を魅了する力を持っています。また、伝統
工芸は、古いものにならって従来の技法を守るだけ
でなく、優れた技術を受け継ぎながら新しいものを
築きあげていくことが大切であるといわれていま
す。
　春期企画展では、野洲市在住の伝統工芸の職人や
作家で、多方面で活躍している人たちの優れた技術
や作品を展示します。このシリーズでも３回にわた
り紹介します。（歴史民俗博物館学芸員　行俊勉）
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《国選定保存技術保持者》
　小篠原在住の森義男さんは、「紺

こん
九
く
」の屋号で親し

まれる藍染職人です。1870（明治 3）年に森九蔵氏
が創業し、四代目としてその技術を受け継いでいま
す。ひと昔前までは、農家で仕事着などに用いる糸
や布を染める仕事が中心でした。その伝統的な技術
が高く評価され、平成 8 年に国選定保存技術保持者
の認定を受けました。また、後継者として森芳範さ
んも共に日々仕事をしています。
　桂離宮の茶室「松琴亭」の襖・壁紙の市松藍染紙
をはじめ、文化財修復に用いる布や紙の染めも手が
けています。原料の藍栽培は市内の農家の協力をえ
て、すくも作り、藍だてまで昔ながらの技法を伝承
しているところに特色があります。
　藍染は草木染の一種ですが、そのままでは色素が
水に溶けないため、藍を発酵させ染液を甕

かめ
に入れて

用います。染め上げられた鮮やかな藍色は、日本古
来の天然色として味わい深く、独特の美しさを持っ
ています。




